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はじめに

この度は、弊社の製品をお買い上げいただきましてありがとうございます。

より永く・快適に製品をお使いいただけるよう、ご使用に際しての注意事項と施工マニュアルを設けました。

このマニュアルには□チェックボックスが付いています。

設計・工務店様はもとより、お施主様にも一読頂き、一項目ずつチェックしながら読み進んでください。

⒈ ご使用に際して

□　特徴
・ この製品は天然木を使用していますので、１枚ずつ色柄が異なります。ご使用前に木目柄を確認いただきバランスを確認して

　ください。

・ 商品の裏面に記載の番号順に右から左へと貼り付けてください。その際、商品の天地にもご注意ください。

・ 同ロット内でも接ぎ枚数の違いが生じますのでご注意ください。

・ 木によりアバレ、引っ張り等が発生する場合や節や入皮、逆目等の表情が入る場合があります。

⒉ 見積・発注時のお願い
　
□　見積・発注時のお願い
 ・  為替レート変動に伴い、予告なく価格の変更（値上げ、値下げ）させていただく場合がありますので、必ずその都度お問い合わせ

　 ください。

 ・  天然木のため反り、割れ等がありますので、発注時は 10％程度のロスをみてください。

 ・  図面からの拾い出しは、物件の仕様によってロス率等が異なりますので行っておりません。お手数ですが数量をお知らせください。

 ・  送料は価格表に含まれておりませんので、その都度お問い合わせください。

 ・  輸入品のため、在庫は必ず事前にご確認ください。

 ・  塗装（自然塗料、ウレタン塗装）を希望される場合は、無垢材であるため基材の色・柄違いにより、サンプルと納品商品との微妙

　 な違いも生じますのでご了承ください。又、ご使用前にお施主様にも十分ご理解いただいてください。

 ・  国内での塗装・加工・製作には時間が必要となります。余裕を持った納期でのご依頼をお願い致します。

 ・  発注は当社指定の発注書にご記入をいただく様お願いしております。

 ・  振込み手数料は、購入金額が 50,000 円（税込み）以下の場合はお客様側のご負担にてお願いしております。

 ・  4t 車が進入できる場所であれば現場配送は可能です。但し、車上渡しとなりますので、お手数ですが荷降ろしはお客様にお願いし

　 ております。マンション等では一階での車上渡しとなります。

 ・  基本的には路線便での配達となりますので、時間指定は出来ません。チャーター便 ( 別途送料）の場合は、時間指定が可能です。

　　

３. 施工環境
　
a. リアルシ ー トは表面が天然木素材となっているため、 内装用途のみでご使用ください。（外部環境ではご使用できません）

b．高温 、高湿 、水漏れの環境での ご使用 は避けてください。

C．施工時の 室温 は13℃~33℃が適温です。低温時は室内の 温度を上げ、シ ー トをドライヤーで温める等してから施工してください。

d．天然木につき木目柄によって要尺が多くなりますのでご注意ください。

e．チリやほこりが多い場所で施工 すると平滑に仕上がらないので、 施工前には壁面、床面の清掃を行ってください。

４. 性能評価
　
a．表面磨耗試験（JAS 特殊合板磨耗試験に準拠）

【試験方法】向かい合った辺の間が 100mmの八角形のもの を作成、 中央に 7.5mmの穴をあけ試験片とした。試験片 をテーパー式摩

耗試験機の回転盤に固定し、研磨紙 を片 付けたゴム製摩耗輪 2個を取り付け、試験片免状に加わる総荷重量はゴム製円盤 を含め 

500g として、 100 回の回転を行い、摩擦減量を求め、試験片の表面の変化を観察した。

【試験結果】 摩耗量 0.027 (g/100 回転） 摩耗 は塗膜内で あった。

b．鉛筆引っかき試験（JAS 特殊合板鉛筆引っかき試験に準拠）

【試験方法】ひっかき試験機 を使用し 750g の荷重 で試験を行い、圧痕を観察した。このとき、凝集破損が認められなかった、最も

硬い鉛筆の硬度を 鉛筆硬度とした。

【試験結果】 3B 

c. 　耐光性試験（フェ ー ドメ ー タ ー 20 時間照射）※ビニ ールクロスは 40 時間で行う

【試験方法】UVカーボンアーク型フェ ー ドメ ーター を用いパネル温度 63℃、相対湿度 50%に設定して紫外線照射を行った。試験

片の変色を分光測色計により測定し、 色差を求めた。

【試験結果】 色差 9.61（黄→茶）

（性能評価データは保証値ではありません）
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d.　2 類浸漬剥離試験（JAS 特殊合板 2類浸漬剥離試験に準拠）

【試験方法】 1 辺が 75mmの正方形状の試験片 を作成し、70 土 3℃の温水中に 2時間浸せきした後、60 土 3℃で 3 時間乾燥した後、

剥離の様子を目視 で観察した。

【試験結果】周辺 部分 で台板 (MDF) とシート最下層の紙との間で剥離 した。

e．施工性試験 (JIS 壁紙施工性試験に準拠）→接着試験

【試験方法】幅 25mm長さ 200mmのシートを 8種類の基材に貼り付け、シートを折り返して引っ張る。 180゜ 剥離強度試験

(JISK6854)

【試験結果】

I．汚染試験（JAS 特殊合板汚染試験に準拠）

【試験方法】試験片 (80X80mm) を水平に置いた後、下記の汚染源で巾 10mmの線を引き、 4 時間放置した後、洗剤 または溶剤を

含ませた布で拭き 取り 24 時間放置した後、試験片表面 を目視観察した。〈汚染源〉 黒色速乾性インキ（黒色マジック）、赤クレヨン、

青色事務用インキ（セーラー万年筆 （株）社製、ブル ー万年筆 インク）

【試験結果】 黒色速乾性インキ：色はほとんど落ちたが、導管に色が残った。 赤色クレヨン：色はほとんど落ちたが、導管に色が残っ

た。 青色事務用インキ：色はほとんど落ちたが、導管に色が残った。

g. 耐熱性

【試験方法】プラスターボー ドに貼り付け、70℃で 1 ヶ月放置後の接着力

【試験結果】異常なし

h．耐ヒ ー トサイクル性試験

【試験方法】プラスターボー ドに 120mmX120mmのシートを貼り付けー 20℃冷却 2時間、70 ℃ 加熱 2時間を 10 回繰り返した。

【試験結果】剥がれや著しい変色なし。

i．寸法安定性試験

【試験方法】200mmX200mmのプラスターボー ドに 200mmX200mmのシートを貼り付け中央 部を 200mm x 200mm クロスカッ

トし、 100℃での加熱を 2時間行いクロスカット部分の最大隙間を測定した。

【試験結果】最大隙間 0.2mm

i．耐湿性試験

【試験方法】プラスターボー ドに貼り付け 45℃、湿度 95％で 1 ヶ月放置後の接着力。

【試験結果】異常なし

基材

ラワンベニヤ

シナベニヤ

プラスターボード

ケイ酸カルシウム板

ステンレス

アルミニウム

鋼板

アクリル

クロロプレン系速乾接羞材塗布
(N 125mm) 

16.7

18.0

14.8

28.3

14.9

16.8

15.1

17.2
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５. 施工のポイント
　
a．取り扱い上の注意
表面へ水分を付着させると本品が伸縮しやすくなりますので十分に気をつけてください。 また、 表面は天然木でできていますので水回

りへのご使用はしないでください。 製品は定尺サイズをロール状で梱包していますので、 開梱して平面状にする時は剥離紙とシートが

剥がれないようご注意ください。 シートの表面を傷付けないように裁断し、 巻き返し時には床面に引きずらないようご注意ください。 

表面は天然木素材を使用している為、 三次曲面への施工はできません。リアルシートは化粧フィルムの上に重ね貼りした場合、不燃

認定の対象にはなりませんのでご注意ください。

※施工中に製品の欠陥を発見した場合は直ちに作業を中止していただき、 当社までこ ‘連絡ください。 尚、 カットした製品の返品、 ま

た、 三巾以降の施工費のクレームはお受けいたしかねますのでご了承ください。 また、 製造元以外で塗装したものを使用した場合は防

火認定の対象外となります。 クレームもお受けいたしかねますのでご了承ください。

b．施工上の注意
　1. 施工前作業について

　　リアルシートをカットしたり巻き直したりする場合は、 表面に傷が付かないよう養生された作業台の上で行なってください。 

　　また、 天然木の特性により木目方向や柄合わせを考慮し貼り出し前に確認してください。

　2. 有効巾について

　　有効巾は 910mmです。 粘着層巾は、 離型紙両端の黒線より内側で 925mm程度ありますが、 黒線付近 5mm程度は粘着力が弱い

　　ため、 その部分は避けて使用してください。

c. 下地の調整
　1. プラスターボード、ケイ酸カルシウム板下地の場合

　　下地のジョイント部を目立たないようにするため、 4 尺 X8 尺以上の下地材をご使用ください。 3 尺 X6 尺以下の下地材を使用され

　　る場合は足元の低い位置でジョイントをしてください。

　2. 次ページ「6. 貼付基材別下蜻処理について」をご覧ください

　　下地表面は平滑で乾燥している状態にする必要がある為、 水分や油分、 汚れ等を完全に除去してください。 また、 次ペ ジの表を参

　　考にシーラー、パテ処理をした後、プライマーをご使用ください。（突き合わせ貼りする場合は施工後に目開きする場合がありま

　　すので、ジョイント部にはプライマーを２～３度塗ってください）吸い込みの激しい基材にはプライマーを塗布した後、乾燥さ

　　せて重ね塗りをしてください。基材の固定が十分でないと下地のパテ等が動いて割れる場合がります。基材はしっかりと固定し

　　てください。木材（ムク材）、鋼、真ちゅう、鉛、塗装下地（金属板の錆止め塗装、アルミニウム合金板のアルマイト塗装を除く） 

　　等の基材へ貼り付けた場合、 接着不良を起こすことがありますので施工をしないでください。 出隅部にはコーナー ビートやコー

　　ナーテープをご使用ください。

d．接着糊
　1. 施工の際は下記の材料を併用してください。

　　・パテ・・・基材のくぼみ、 割れ、 穴等を埋めて、 基材を平滑にします。

　　　推奨商品：ウォールパテネスタワンG、ウォールパテネスタワン S（ウォールボンド工業）/ロックポリパテ中目（薄付タイプ） 

　2. 液混合型 ポリエステル系（ロックペイント） ／ロックポリパテ硬化剤エロー（溶剤型）

　　・シーラー・・・基材表面の吸い込みを抑え、 吸い込みを均一化して接着性を高めます。 また、 基材からアクやヤニ等も抑える　

　　　　　　　　　　効果があります。

　　　推奨商品：シーラー セットアップ（ウォ ールボンド工業）

　　・プライマー・・・…基材に塗布することでシートとの接着性を高めます。

　　　推奨商品：390 クリーン（ウォ ールボンド工業）／M-66（ノーテープ工業）

パ　テ

プライマー

品　名

シーラー

ウォールボンド工業

ロックペイント

ウォールボンド工業

ノーテープ工業

メーカー

ウォールパテネスタワンG
ウォールパテネスタワンS

シーラーセットアップ (水性 )

M-66

商品名

パテベラ付け。 規定量の清水を入れ、 粉末パテを
散布し全体を 湿らす。 直ぐにミキサーなどで撹
拌、 タレ落ちない程度の硬さ で均ーなペー ストに
調整

ヘラ付け硬化剤を混入
研磨可能時間30~40分 (20℃)

ロックパテ100:：2硬化剤エロー
十分混合して使用してください

ロックポリパテ中目(薄付タイプ)2液混合型
ポリエステル系（溶剤型）

ロックポリパテ
硬化剤エロー（溶剤型）

ハケ・ローラー

ハケ・ローラー

ダマにならないように塗布

使用方法

金属板
アルミニウム合金板等

石膏ボード
ケイカル板等

ケイカル板等

下　地

石膏ボード
ケイカル板等
金属板
アルミニウム合金板等



5

e．貼り付け
　1. これで大丈夫か？貼り出し確認

　　シートを三巾程度貼った後、 商品に問題がないことを確認した上で作業を続行してください。 問題のある場合には販売店まで

　　ご連絡ください。

　2. スキージーを使用

　　施工にはスキージーを使用し、  圧着を充分に行ってください。スキージーを使用される際は柔らかい布などを併用されるこ

　　とをお薦めします。 シートと基材の間にエアが残っていると、 施工後に表面に膨れが発生しますのでご注意ください。 また、 

　　シートに強い力をかけて引き伸ばすと製品にダメージが加わります。 三次曲面等への施工はしないでください。 貼付時は指で

　　触診しながら浮きが無いか確認しながら施工ください。

　3. ジョイント部分の施工

　　ジョイント部の施工については、 突き付け貼り施工の場合は目スキ等が発生する可能性がありますので必ず重ね断ち貼りで

　　施工を行ってください。

　4. 石膏ボードを切らない

　　重ね切りを行う場合は、石ボードの表層紙まで切り込まないようご注意ください。目スキが発生する原因となります。

　　切り込み防止として必ず、下敷テープを使用してください。尚、ジョイント時には目スキ防止の為、和紙テープを使用して

　　ください。

　5. 折り曲げる時の注意

　　シートを折り曲げて施工する場合、 家庭用ドライヤー等で温めながら作業するとシワの発生を軽減できる場合があります。

　　（木目と水平方向）

　6. シートに力が加えられないように注意

　　シワ防止のため、施工したシートの表面に力が加わらないようにしてください。 特に建具へ貼り付ける際レバーハンドル等

　　の金物周りにはご注意ください。

　7. 建物の構造に適した施工をお願いします

　　プレキャストコンクリート、ALC 板などは建物の構造上、板の継ぎ目部分を振動の逃げ場にしていますので、これをまたい

　　で壁紙を貼ると、膨れ、よじれ、割れなどが発生します。この様な場合、天然素材で出来ている壁紙では防ぐ事は出来ません。

　　入隅の場合、入でカットするようにして下さい。木製の柱、胴緑、木製パネルにボードを付けた下地の場合、木材の乾湿に

　　よる下地の動きにつれて、継ぎ目や、出、入隅にすき間が生じる事があります。この場合も上記同様、入でカットしてください。

　8. 補修

　　軽微な表面の破損個所は着色剤で補修を行ってください。着色剤→ 例）かくれん棒・色筆・ヤヨイキャンパス等破損の程度

　　によって、部分的な貼り替えを行う必要性がある場合は、発注時の予備校数をご使用下さい。本品は天然素材の為、追加発

　　注による貼り替えの場合、木目柄があわないので十分ご注意下さい。

　　尚、補修作業で改善しない場合は専門の補修業者に依頼してください。

　9．保管・輸送時の注意

　　保管時・輸送時等の間に粘着暦と離型紙の紙間で若干の離型が起こる場合があり、それが筋となって現れる事があります。

 

f．養生
　１. 施工後は強制換気を

　　施工後は接着が安定するまで自然乾燥させてください。接着力は施工後 1週間程度で高まります。また、施工時に使用した

　　プライマーやシーラー等の臭いがかなり残りますので、強制排気をするなどして換気を十分に行ってください。

　2．粘着性の強い養生テープは使用しないでください

　　粘着性の強いマスキングテープ（養生テープ）の使用は避けてください。尚、 粘着性の弱いものであっても貼り付けたまま

　　長時間放置しないでください。粘着材が壁紙に移行し、 変色や汚れの原因となります。又、 テープを剥がすときに壁紙を破損

　　することがあります。
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６. 貼付基材別下蜻処理について

前処理

表面清掃

表面研磨

シーラー処理

パテ処理

プライマー

下地処理

貼付基材

接着補強

不燃下地

前処理

表面清掃

パテ処理

表面研磨

シーラー処理

プライマー
（完全乾燥）

下地処理
貼付基材

接着補強

ビス頭処理

異物除去

ウォールパテネスタワンG
ウォールパテネスタワン S

＃100 サンドペーパー

シーラーセットアップ

M-66

M-66

ラワンベニア

一般下地

ビス頭処理

異物除去

ウォールパテネスタワンG
ウォールパテネスタワン S

＃100 サンドペーパー

シーラーセットアップ

M-66

M-66

シナベニア

ビス頭処理

異物除去

使用不可

なし

なし

M-66

M-66

アクリル板

ビス頭処理

異物除去

ウォールパテネスタワンG
ウォールパテネスタワンS

＃100サンドペーパー

必要に応じて使用

M-66

M-66

プラスターボード

（仕上げ用）

（完全乾燥）

ビス頭処理

異物除去

ウォールパテネスタワンG
ウォールパテネスタワンS

＃100サンドペーパー

シーラーセットアップ

M-66

M-66

ケイ酸カルシウム板

ビス頭処理

サビ・油汚れ・異物除去

ロックポリパテ中目

＃100サンドペーパー

なし

M-66

M-66

ステンレス板

ビス頭処理

サビ・油汚れ・異物除去

ロックポリパテ中目

＃100サンドペーパー

なし

M-66

M-66

アルミニウム板

ビス頭処理

サビ・油汚れ・異物除去

ロックポリパテ中目

＃100サンドペーパー

なし

M-66

M-66

鋼板

（仕上げ用）

７. メンテナンス
　
a．直射日光からの保護
　表面は天然木素材ですので経年で変色していきますが、直射日光などの紫外線があたる場所では、特に変色が早くなります。カー

　テン、ブラインド 等の日除けを心掛けてください。

b．汚れた場合
　表面に塗装を施していますが、塩ビ系シートのように汚れを落とすことは困難です。汚れた場合は柔らかい布に水を付け固く絞っ

　た上、 拭き取ってください。取れにくい場合は中性洗剤を薄く交ぜて拭き取った上、 水拭きしてください。長い期間にわたって付着

　した汚れを取ることはできません。 強い力で拭き取ると表面の単板を傷めますのでご注意ください。

c. カビや結露
　結露や湿気の多い環境下においてはカビが発生する恐れがあります。カビは見た目だけでなく、アレルギーなどの人体に悪影響を

　及ぼすことがあり ますので注意が必要です。結露やカビが発生しないように換気に心掛け、風通しを良くしてください。



　   

www.nissin-ex.co.jp

本           　  社
東 京 支 店
大 阪 事 務 所
福岡事務所

〒745-0814
〒107-0052
〒542-0081
〒812-0013

山口県周南市鼓海 2-118-63
東京都港区赤坂 1-3-6 赤坂グレースビル 5F
大阪府大阪市中央区南船場 3-8-7 三栄ムアビル 503
福岡県福岡市博多区博多駅東 1-16-8 IT ビル 4F

FAX 0834-36-1711
FAX 03-5573-9179
FAX 06-4708-4722
FAX 092-474-7002

TEL 0834-36-1700
TEL 03-5573-9177
TEL 06-4708-4711
TEL 092-409-2410

　   

５.  免責事項

□ 当社取り扱いの全商品は、納品時に不良、欠陥等（商品の間違い、塗装状態やサイズの間違い、商品の欠損・汚損等）があっ

　 た場合はクレームの対象となり 100％補償が適用されます。クレームに対する唯一の補償は、欠陥製品の交換または代金返済

　 です。なお、欠陥商品返送時に発生する運賃につきましては、弊社にて負担させていただきます。

□ お客様のご都合による商品の返品につきましては対応致しかねます。あらかじめご了承ください。

□ 施工後のクレームについては原則的に対象外となります。従って製品の取り外し、設置またはこうした工事に関する費用の返

　 済は行われません。

□ 自然素材がゆえの色調、柄等の違いによるクレームは範囲外とします。

□ 天変地異、システムトラブル、製作状況、その他予期せぬ都合により納期が変動することがございます。また、それに起因す

　 る損害が発生したとしても当社では一切の責任を負いかねますので、あらかじめご了承ください。


